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段ボールコンポストを始めませんか。

コンポスト基材（ピートくん）を無料配付いたします。
ピートくん配付場所

鴨島町

　支所地域課　上浦地区公民館　牛島地区公民館
　森山地区公民館　　　飯尾敷地地区公民館
　西麻植地区公民館　　鴨島公民館
　西麻植会館　　神島会館　 文化研修センター

川島町 　支所地域課　　川島公民館　　こだま会館

山川町
　支所地域課　　山川公民館　 山瀬地区公民館
　八坂会館　　　湯立会館

美　郷 　支所地域課　　美郷公民館 （ふるさとセンター）

●基材（ピートくん）の受け取り方法
　初回は
　①上記の場所で、「生ごみを排出しない宣言」をし、住所、氏名、電話番号を用紙に記入し
　　ていただきます。
　②「生ごみゼロ宣言書」を発行します。
　③段ボールコンポスト基材（ピートくん）を１袋受け取ります。
　④段ボールコンポストを実践していただきます。
　2回目以降（3カ月後）は
　○「生ごみゼロ宣言書」を持参のうえ、氏名を記入し１袋受け取り、引き続き段ボールコ
　　ンポストを行っていただきます。

●ダンボールコンポストの基本事項
①生ごみが堆

たい

肥
ひ

になるしくみ
・ 生ごみの水分をダンボールが吸収し、ダンボー
ル表面から蒸発発散させ生ごみの重量が軽くな
る。

・ 微生物（バクテリア）の働きにより生ごみが分
解される。

・ においは、もみがらくん炭が吸収するのでにお
いが出ない。

② ダンボール箱は二重の構造のものを使用する。
③ 下には必ず通気性の良い編み目の台を置く。
④上に掛ける布を用意すると良い。
⑤ピートくんは最初に良く混ぜ合わせる。
⑥生ごみを入れるたび、必ず混ぜる。

⑦ 生ごみを入れなくても１日１回は必ず混ぜる。
⑧ 混ぜるときにはダンボール箱を壊さないよう注
意する。
⑨ ダンボール箱が壊れると、新しい箱に取り替え
る。
⑩ ２カ月後位が１番微生物（バクテリア）の活動
が活発で順調です。
⑪ 使用期間→３カ月間は十分使用できます。
⑫ 全体で投入できる生ごみは50kgが限度です。
⑬ 堆肥として使用するには熟成期間（２週間～１
カ月）が必要です。
⑭ 出来上がった堆肥をプランターで使用するとき
は、３～４倍の土と混ぜて使用する。

　生ごみ減量の、１番は食べきること、２番は水切りの徹底、最後に出た生ごみは、
肥料として活用しましょう。

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

●問い合わせ　市環境企画課　☎㉒2230

ダンボールコンポストのすすめ
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設置型コンポスター・運搬型コンポスターの購入に補助金が出ます。
※補助額は購入費用の1／2　（100円未満切り捨て）
　　　　　●設置型上限　3,000円
　　　　　●運搬型上限　1,000円

○電気式生ごみ処理機の購入にも補助金がでます。
　補助額は購入費用の1/2または3万円のいずれか低い額（100円未満切り捨て）です。
※申請の手続きは、環境企画課または支所地域課（川島、山川、美郷）で受け付けしています。

　簡単に、庭や畑の一角でも生ごみの堆
たい

肥
ひ

化
ができます。そして、ピートくんを活用する
とにおいがしません。

運搬型 設置型

⎩
⎨
⎧ それぞれ1世帯2基まで

※ ピートくんとは、ピートモスともみ殻くん炭を混ぜたもので、市役所や各支所地域課、公民館等で市民の方に限
り、無料配付しています。配付場所については２ページをご覧ください。

鴨島町地区に「資源化ごみモデル集積所」が完成
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　吉野川市では、市民でつくる「吉野川市のごみ処理を考える市民会議」の提言を受け、「資源化ごみモデ
ル集積所」を山川町、川島町、美郷地区に次いで鴨島町西麻植の西麻植会館東側駐車場内に設置しました。
○資源化ごみモデル集積所とは
　いつでも資源ごみを出すことのできる利便性の高い集積所です。
○資源化ごみモデル集積所に出せる「資源化ごみ」
　缶・金属・びん・ペットボトル・新聞・雑誌（雑紙）・段ボール・乾電池・複合ごみ・衣類（古着）
○資源化ごみモデル集積所利用について
　１．モデル集積所は、いつでも資源化ごみを出せます。
　２． 持ち込んだ時に、分類ごとに袋から出してコンテナに入れていただきます。コンテナに入れるため、ご

みの指定袋は必要がありません。
　３．新聞・雑誌（雑紙）・段ボールは今までどおり、紙ひもでしばって出してください。
※「燃やせるごみ」「粗大ごみ」は持ち込まないでください。（今までどおり、収集します。）
※衣類（古着）は、燃やせないごみの袋に入れて出してください。

鴨島地区資源化ごみモデル集積所

○問い合わせ先
鴨島環境センター  ☎㉔5697　西環境センター  ☎425333　環境企画課  ☎㉒2230

集積所の資源ごみを持ち去ることは、犯罪です。刑法により罰せられます。

コンポスターの購入補助について

国道192号西麻植
小学校

鴨島町地区
資源化ごみ
モデル集積所

鴨島町地区
資源化ごみ
モデル集積所

西麻植会館
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マイバッグ持参運動にご協力ください！

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

　現在、私たちは資源の枯渇や地球温暖化など、さまざまな環境問題に直面しています。これらの
問題は、一人一人の日常生活と密接にかかわっています。
　吉野川市では、徳島県、とくしま環境県民会議、かもじま駅前まちづくり会議、消費者協会、そ
の他の団体および当運動に協力していただける店舗とともに、市民が身近に取り組める行動として、
マイバッグ持参・レジ袋削減運動を推進します。
　レジ袋は全国で年間約305億枚が使用された後にごみとなっています。レジ袋は原材料が石油で
あり、製造や輸送流通、そしてごみとして焼却処分される際に地球温暖化の原因となるCO2（二酸
化炭素）を発生させています。
　「マイバッグを持参し、レジ袋を断る」ことで、レジ袋を削減することができ、ごみ削減や資源の
問題だけでなく、地球温暖化の抑制にもつながります。
　一人一人の小さな行動が、全体では大きな効果となります。市民の皆さんのご理解とご協力をお
願いします。
　ぜひ、お買い物にはマイバッグを持参しましょう。

『吉野川市マイバッグ持参推進大会』
　と　き：９月23日（木）秋分の日　午後１時から
　ところ：鴨島公民館
　内　容：①地球環境への負荷低減に関する講演
　　　　　②「マイバッグでお買い物隊員」 の委嘱
　　　　　③「マイバッグの歌」 披露・合唱
　　　　　④「エコバッグの作成」 体験
　　　　　⑤マイバッグ持参推進宣言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

『レジ袋ゼロの日　社会実験の日』
　と　き：10月17日（日）午前９時から
　ところ：キョーエイセレブ鴨島店
　内　容：①式典（テープカット）
　　　　　②マイバッグ・マイバスケット作品コンテスト優秀者表彰式
　　　　　③協力店舗で「レジ袋ゼロの日」社会実験開始
　※毎月10日を「レジ袋ゼロの日」として、マイバッグ持参・レジ袋削減運動を行います。

主　　催：とくしま環境県民会議、徳島県、吉野川市
協　　力： かもじま駅前まちづくり会議、消費者協会、その他の団体ほか、市内多数の店舗に

ご協力をいただきます。

～小さなバッグで大きなエコ～　レジ袋ゼロ・アクション！

LLサイズ1袋LLサイズ1袋 小さいおちょこ
1杯分（約20㎖）

200ℓのドラム缶
約300万本分（約60万㎘）約300万本分（約60万㎘）

200ℓのドラム缶

レジ袋にはこれだけの石油が使われています。

レジ袋を石油原料に
換算すると…

全国で1年間に使用されている305億袋のレジ袋は…

石油資源の
節約

ゴミの減量 地球温暖化の
防止



❺ 2010年（平成22年）9月8日

広報よしのがわ

●問い合わせ　市企画財政課　☎㉒2221

第1次行財政改革（H17～21）の実績を取りまとめました

達成率

財政効果額

76項目からなる実施計画のうち、計画を達成
したのは58項目で、率にして76.3％でした。

　８月２日、市役所で、第６回行財政改革懇話会が開催さ
れ、第１次行財政改革（平成17～21年度）の実績について、
次のとおり報告しました。
　委員の皆さんからいただきましたご意見を参考にして、
市は、今後さらに行財政改革を推進していきます。

人件費などの削減による歳出効果と市税な
どの収納努力による歳入効果を数値化した
財政効果額は、計画額約15億3400万円を大
きく上回る約32億7500万円となりました。

歳出の財政効果額約32億円を実際の歳出予算
面から分析してみますと
・ごみ処理の一部事務組合負担金の増
・老人福祉や児童福祉等の扶助費の増
・市債を償還する公債費の増

といった行政需要の増（約16億
円）に対応し、財政規模の縮小
努力（約13億円）を行いながら、
将来に備えた財政調整的な基金
への積み立て（5億円）の財源
の一部としました。

歳　出    【財政効果額　約32億1000万円】

歳　入    【財政効果額　約6500万円】 

歳出の財政効果額は、平成17年度と各年度の決算額と比較した金額を累計したものです。

歳入の財政効果額は、平成16年度と各年度の収納率※の差を平成16年度の調定額に掛けた金額を累
計したものです。（※収納率＝収納額÷調定額（その年度に収納すべき金額）×100）
例えば、平成16年度の調定額が1000万円、収納率が97.0％の公共料金について平成21年度の収納率
が98.0％だった場合は、1000万円×（98.0－97.0）％＝10万円の効果があったものと算定しています。

○人件費の削減　　（財政効果額　約10億円）
  平成17年４月１日職員数　531人
  平成22年４月１日職員数　455人

○各種団体補助金の見直しによる削減
　　　　　　（財政効果額　約1億3000万円）
   合併前は町村ごとの判断で支出していた各
種団体補助金について、減額や廃止を含め
た見直しを実施しました。

○市税　　　　　　（財政効果額　約3700万円）
　 滞納整理強化月間を設け、納税相談や電話催
告など収納率向上に努めました。

○水道・下水道・住宅使用料
　　　　　　　　　（財政効果額　約9800万円）
　 コンビニ収納の実施（上下水道）や保証人督促
（住宅）など収納率向上に努めました。

○事業の見直しによる削減
　　　　　　　　　（財政効果額　約7億7000万円）
　 公共工事の見直しにより、教育施設等必要な事
業には合併特例債をはじめとする有利な財源を
充て重点配分する等、適正な執行に努めました。

○事務費削減　　（財政効果額　約13億1000万円）
   内部管理経費をはじめとする事務費全般について
見直しを行いました。

○国保税　　　　（財政効果額　約△7000万円）
　 市税と同様の収納努力のほか、短期国民健康
保険証の発行など収納率向上に努めましたが、
収納率の高い75歳以上の国保加入者が平成20
年度から後期高齢者医療制度へ移行したこと
や景気悪化などが影響しました。

効果額

約32億
7500万円
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10月１日は、国勢調査の調査日です！

●９月下旬から調査員がみなさんのお宅を訪問します。
❖　 調査対象は、日本国内にふだん住んでいるすべての人および世帯です。吉野川市では約

４万５千人、約１万７千世帯のすべての人および世帯が調査の対象となります。　　　
吉野川市にお住まいのすべてのお宅を調査員が訪問し、調査票を配布します。

❖　 万が一、10月１日までに調査票がお手元に届いていない場合は、吉野川市企画財政課内
『国勢調査実施本部』までご連絡ください。

●国勢調査員とは！
❖　 国勢調査員は、市区町村の推薦に基づいて総務大臣が任命した非常勤の国家公務員です。
❖　 国勢調査員は国勢調査員証、国勢調査従事者用腕章を身につけています。調査員の訪問

時には、調査員証などで調査員であることを確認してください。

●何のために調査するの？
❖　 国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにし、国や都道府県、市区町村の行政の

基礎資料として活用されるほか、学術・教育機関、企業など幅広い分野で利用され、私
たちの暮らしに役立てられます。

●調査票は記入・提出の義務があります。
❖　 国勢調査は、「統計法」という法律により実施します。統計法では、正確な統計を作成す

るために、調査票に記入して提出する義務（報告義務）が定められています。

●個人情報は厳格に保護されます。
❖　 国勢調査では、統計法によって、厳格な個人情報保護が定められています。
❖　 国勢調査員は、調査票の入った封筒を開封せず、封をしたまま市区町村へ提出します。
❖　 国勢調査に従事する者には、統計法による守秘義務が課せられています。

ニッポンの今を知り、未来をつくるための調査です。
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●調査票の記入方法について。
❖　 調査票といっしょに配布される『調査票の記入のしかた』をよくお読みになって、調査

票にご記入ください。
❖　 調査票は、黒の鉛筆でご記入ください。黒の鉛筆をお持ちでない場合は、調査員にお申

し出ください。
❖　 調査の内容、調査票の記入方法などについて、わからない点がありましたら、下記『国

勢調査コールセンター』にお問い合わせいただくか、調査員が訪問した際にご質問くだ
さい。

●調査票の提出方法について。
❖　 調査員が10月７日（木）までに改めて訪問しますので、配布された封筒に調査票を入れ、

封をして調査員にご提出ください。
❖　 調査員は、調査票の記入内容を確認しません。封をしたまま市役所に提出しますので、

ご安心ください。
❖　 調査票は、郵送で提出することもできます。郵送で提出する場合には、『郵送提出用封筒』

に調査票を入れ、10月７日（木）までに、最寄りの郵便ポストにご投函ください。（切
手は不要です）

＜国勢調査コールセンター＞
☎0570-01-2010（ナビダイヤル）　　☎03-6738-6677（IP電話・PHSの場合）
設置期間：平成22年9月11日（土）～平成22年10月31日（日）
受付時間：午前8時～午後9時（土・日・祝日もご利用できます。）

※ ナビダイヤルの通話料金は、一般の固定電話の場合、全国一律に市内通話料金でご利用いただけま
す。携帯電話の場合、所定の通話料金となります。

※IP電話・PHS用電話番号の通話料金は、それぞれ所定の通話料金となります。

＜問い合わせ＞
吉野川市国勢調査実施本部（市企画財政課内）
　　　　　　　　　　　　　　　☎㉒2221

この国に暮らす、すべての人が参加する調査です。
みなさんのご協力をお願いします。
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心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

―
牛
島
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議
会
―

　

牛
島
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議

会
は
、
牛
島
地
区
25
の
自
治
会
を

は
じ
め
、
天
寿
会
や
婦
人
会
、
公

民
館
、企
業
、市
職
員
、学
校
（
幼
・

小
・
中
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度

の
研
究
テ
ー
マ
を
「
地
域
総
ぐ
る

み
で
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
を
推

進
し
よ
う
」
と
し
て
、
す
べ
て
の

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
相
互
に

共
存
し
得
る
平
和
で
豊
か
な
社
会

を
一
日
も
早
く
実
現
す
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
完
全
解
消
す

る
た
め
に
は
、「
正
し
く
知
る
・

学
ぶ
・
考
え
る
」
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
各
団
体
は
連
携

し
て
全
国
、
四
国
、
県
、
市
な
ど

の
各
種
人
権
教
育
研
究
大
会
に
参

加
し
た
り
、
単
一
ま
た
は
合
同
で

研
修
会
・
講
演
会
を
開
催
し
た
り

し
て
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
人
権
教

育
・
人
権
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
牛
島
地
区
人
権
教
育

推
進
協
議
会
の
各
団
体
が
取
り
組

ん
だ
事
業
数
は
28
で
、
参
加
者
数

は
約
２
３
０
０
人
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
牛
島
地
区
人
権
教

育
推
進
大
会
は
、
地
区
人
推
協
・

地
域
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
総
力
を

挙
げ
て
行
っ
て
い
る
行
事
で
あ
り
、

毎
年
、
12
月
の
第
１
土
曜
日
に
牛

島
小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
開
催
を
重
ね
る
ご

と
に
参
加
者
の
人
権
意
識
の
高
揚

と
と
も
に
人
権
学
習
の
深
ま
り
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
初
め
て
の
試

み
と
し
て
、
牛
島
幼
・
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

人
権
教
育
推
進
委
員
会
が
運
営
の

主
体
と
な
り
、「
人
権
コ
ン
サ
ー

ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。鴨
島
ウ
ィ

ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
協
力
を
得

て
、
演
奏
や
合
唱
を
通
し
て
、
ひ

と
り
ひ
と
り
の
個
性
が
ま
と
ま
れ

ば
、
美
し
く
力
強
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

に
な
る
こ
と
を
参
加
者
は
実
感
し

ま
し
た
。
鴨
島
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
Ｐ
連

「
人
権
の
つ
ど
い
」
で
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
２
月
の
第
３
日
曜
日
に

は
、
牛
島
公
民
館
主
催
の
「
牛
島

地
区
文
化
祭
」
が
牛
島
小
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
文
化
祭
は
、
地
区
在
住
の
方
々

が
日
ご
ろ
取
り
組
ま
れ
て
い
る
文

化
活
動
の
発
表
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
交
流
の
場
で
も
あ
り
、
昨
年

度
は
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、『
牛

島
地
区
の
絆き
ず
な
』
や
『
ぬ
く
も
り
』

が
実
感
で
き
る
貴
重
な
行
事
で
す
。

　

牛
島
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議

会
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
や
各
団

体
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
地
域
総

ぐ
る
み
で
人
権
教
育
や
人
権
啓
発

の
進
展
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）   

☎
㉒
２
２
２
９

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
再
実
施

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
を
登
録
し
、

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
、
つ
な
い
で
飼
う
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
都
合
に
よ
り
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
や
新
し
く
犬
を
飼
い
始
め

た
方
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で
再
実
施
し
ま
す
。

実施日　10月14日（木） 実施日 10月15日（金）
川島地区 美郷地区

時　間 場　所 時　間 場　所

9：30～9：50 川島公民館神後南分館前 12：00～12：30 市美郷庁舎前

10：00～10：20 旧役場跡地（東保育所前） 鴨島地区
10：35～10：55 東児島老人憩の家 時　間 場　所

11：05～11：40 市川島庁舎前 14：00～14：15 上浦老人憩の家

山川地区 14：25～14：40 ＪＲ牛島駅前

時　間 場　所 14：50～15：05 牛島集会所（JR麻植塚駅北）

13：30～13：50 ＪＲ山瀬駅前 15：15～15：30 旧麻植郡農協森山支所

14：00～14：20 北村農業構造改善センター 15：40～15：55 飯尾敷地地区公民館

14：35～14：55 旧麻植郡農協川田支所前 16：05～16：20 ＪＲ西麻植駅消防詰所前

15：05～15：40 市山川庁舎前 16：30～16：45 千田公会堂

16：55～17：10 文化研修センター

18：00～19：00 吉野川市役所前

人権コンサートの様子
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―
ひ
と
り
ひ
と
り
が
幸
せ
な

　
　
　
　
　
　

社
会
の
た
め
に
―

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男

女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合

い
、
と
も
に
個
性
や
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
現
在
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
周
り
に
悩
ん
で
い
る
方
が
い

た
ら
、
何
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

と
き
わ
プ
ラ
ザ（
県
立
男
女
共

同
参
画
交
流
セ
ン
タ
ー
フ
レ
ア
と

く
し
ま
）で
は
、県
民
の
方
々
の
交

流
・
活
動
の
拠
点
と
し
て
、仕
事

と
家
庭
の
両
立
支
援
、女
性
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
、Ｄ
Ｖ
防
止
な
ど
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
や
講
演

会
の
開
催
、各
種
情
報
の
収
集・提

「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
」

供
、図
書
資
料
の
閲
覧
・
貸
出
な

ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、
男

女
共
同
参
画
の
推
進
を
目
的
に
講

座
等
を
実
施
す
る
こ
と
を
認
め
ら

れ
た
団
体
は
、
施
設
を
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
男
女
共
同
参
画
に
限
ら
ず
、

夫
婦
、
こ
ど
も
、
家
族
の
こ
と
、

仕
事
、
生
活
、
Ｄ
Ｖ
、
離
婚
な

ど
、
男
女
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
・
問
題
に
対
し
て
臨
床
心
理

士
の
資
格
を
も
つ
専
門
相
談
員
が
、

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

施
設
の
見
学
を
兼
ね
て
、
フ
レ
ア

と
く
し
ま
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
わ
プ
ラ
ザ
（
フ
レ
ア
と
く
し

ま 

徳
島
市
山
城
町
東
浜
傍
示
１
）

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
３
９
１
１

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

区域外放送（関西波等）が個別アンテナで見えなくなった方へ
　個別アンテナで県外のアナログ放送を受信できている世帯が、デジタル放送になると個別受信アンテナ
では受信できなくなった場合で、今後ケーブルテレビ加入の受信対策を行う際に、国が支援します。

◆助成条件　 国および自治体が策定した難視地区対策計画に指定された区域内で、現在、個別アンテナで
県外放送を受信している世帯であること。

◆助成対象　ケーブルテレビとの契約料等（月々の利用料は対象外）
◆助 成 額　必要経費の総額から３万５千円を除いた額(上限３万円)
◆受付期限　平成22年12月28日（火）まで。
　　　　　　 (上記期限以降の平成23年１月から７月にケーブルテレビに加入し、助成金を申請しようと

する方も申込可能です。）
◆申 込 先　下記のケーブルテレビ会社（申請書、委任状等は備え付けてあります。）
●問い合わせ 徳島中央テレビ（株）　☎22-1501　　（株）ケーブルネットおえ　☎26-9012
  デジサポ徳島　☎0570-074-007　　吉野川市情報システム課　☎22-2234

※ ＮＨＫ受信料全額免除世帯（申請により全額免除となる世帯を含みます。）は、受信機器購入等支援事業の
対象となるため、本支援は受けられません。

　詳しくは、総務省地デジチューナー支援実施センターへお問い合わせください。☎0570-033840
※ 受信障害施設または集合住宅の共同アンテナで区域外放送（アナログ）を受信している方がデジタル化対策
（ケーブルテレビ加入または設備改修）を行う場合も国の支援（条件あり）があります。こちらのお問い合
わせはデジサポ徳島へ。☎088-603-0200

個別受信（アナログ放送） ケーブルテレビへの移行 ケーブルテレビ事業者
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
シ
ー
ト
ベ
ル
ト　

ぼ
く
ら
の
命　

さ
さ
え
て
る

松
延　

直
希
（
上
浦
小
学
校
４
年
）

可搬式消防ポンプ一式

消火栓放水用具

今回設置された幼児用総合遊具

　

宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し

て
、
鴨
島
町
の
西
郷
自
主
防
災
・

防
犯
組
織
に
、
可
搬
式
消
防
ポ
ン

プ
、
消
火
栓
放
水
用
具
等
の
防
災

用
具
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
、
吉
野
川
・
阿
波
両

市
の
電
気
工
事
業
者
（
89
店
）
が

加
盟
す
る
「
鴨
島
電
気
工
事
協
同

組
合
」
の
組
合
員
42
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
、
森
山
・
牛
島
・

川
島
小
学
校
な
ど
７
校
の
小
学
校

周
辺
通
学
路
の
外
灯
の
清
掃
・
点

検
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
８
月
の
「
電
気

使
用
安
全
月
間
」
行
事
の
一
環
と

し
て
３
年
前
か
ら
継
続
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、 

参
加
者
は
、
子
ど
も

た
ち
や
地
域
住
民
の
防
犯
に
役

立
て
れ
ば
と
、
猛
暑
の
中
、
計

２
８
０
灯
の
外
灯
の
清
掃
や
球
の

　

７
月
18
日
、
徳
島
市
民
吉
野
川

運
動
広
場
で
、
第
27
回
徳
島
県
消

防
操
法
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、

本
市
消
防
団
か
ら
は
、
ポ
ン
プ
車

の
部
に
川
島
方
面
第
８
分
団
が
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
美
郷
方
面
選

抜
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
選
手
た
ち
は
、
５
月

初
旬
か
ら
約
２
カ
月
間
、
消
防
操

法
技
術
向
上
を
め
ざ
し
て
熱
心
に

訓
練
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
に
は
成
績
発
表
が

あ
り
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
美

　

今
回
、
向
麻
山
公
園
、
川
島
公

園
お
よ
び
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
に
幼

児
用
総
合
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
活

用
く
だ
さ
い
。

第
27
回
徳
島
県
消
防
操

法
競
技
大
会
出
場

鴨
島
温
泉
「
鴨
の
湯
」

入
場
者
１
１
０
万
人
突
破

宝
く
じ
の
助
成
金
で
防

災
用
具
を
整
備

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

遊
具
を
設
置
し
ま
し
た

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
電

気
の
安
全
使
用
を
呼
び
か
け
る 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
、
火
災
や

感
電
事
故
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

８
月
12
日
、
鴨
島
温
泉
「
鴨
の

湯
」
の
入
場
者
が
、
１
１
０
万
人

を
突
破
し
ま
し
た
。

　

１
１
０
万
人
目
と
な
っ
た
吉
岡

哲
男
さ
ん
（
吉
野
川
市
鴨
島
町
牛

島
）
に
は
、
市
か
ら
花
束
や
吉
野

川
市
物
産
品
の
詰
め
合
せ
等
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
と
し
て
達
成
日
の

来
場
者
に
タ
オ
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
市
で
最
初
に
自
主

防
災
組
織
を
設
立
し
た
西
郷
地
区

日ごろの練習の成果を発揮した消防団員
110 万人達成の記念撮影をする吉岡さん
（写真左）

外灯の清掃や球の交換を行う組合員

の
長
年
に
わ
た
る
防

災
活
動
が
認
め
ら
れ
、

助
成
の
対
象
に
選
ば

れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
用
具

は
、「
自
分
た
ち
の

地
区
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
防
災

意
識
の
向
上
と
、
災

害
に
強
い
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

生
か
さ
れ
ま
す
。

郷
方
面
選
抜
チ
ー
ム
が
６
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
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守
ろ
う
よ　

自
分
の
た
め
の　

交
通
ル
ー
ル

香
川　

紘
輝
（
牛
島
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

　

川
島
城
内
の
旧
喫
茶
ル
ー
ム
を
、

小
規
模
の
作
品
発
表
な
ど
を
行
う

た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ル
ー
ム
と
し

て
使
用
で
き
ま
す
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ル
ー
ム
を
使
用
で

き
る
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
、
連
続
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

利
用
で
き
る
期
間
は
１
カ
月
以
内

で
す
。
使
用
で
き
る
団
体
は
、
市

内
を
活
動
拠
点
と
し
て
い
る
観
光

振
興
、
文
化
活
動
お
よ
び
芸
術
団

体
、
ま
た
は
市
内
の
学
校
や
自
治

会
な
ど
の
地
域
的
な
団
体
で
す

　

８
月
14
日
、
鴨
島
公
民
館
で
、

吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興
協
会
に

よ
る
舞
台
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。

訪
れ
た
観
客
は
、
踊
り
子
の
磨
き

抜
か
れ
た
技
や
、
熱
の
こ
も
っ
た

踊
り
に
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
14
日
か
ら
16
日
ま
で
、

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り
で
行
わ

れ
た
阿
波
踊
り
大
会
に
は
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
ぞ

め
き
の
リ
ズ
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
会
場
で
は
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
乱

舞
の
渦
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
鴨
島
運
動
場
で
恒

例
の
納
涼
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、

色
と
り
ど
り
の
花
火
が
真
夏
の
夜

空
に
、
満
開
の
華
を
咲
か
せ
ま
し

た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
約
１
０
０

店
の
夜
店
が
立
ち
並
び
、
家
族
連

れ
や
浴
衣
姿
な
ど
で
訪
れ
た
約

１
万
２
０
０
０
人
の
観
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
「
ド
ー
ン
」
と
１
発
目
の
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
と
、
夏
の
夜

川
島
城
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ル

ー
ム
を
開
設

納
涼
花
火
大
会

（
個
人
で
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。

使
用
料
は
無
料
で
す
が
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
必
要
な
機
材
等
は
、
使
用

団
体
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
商
工
観
光
課　
☎
㉒
２
２
２
６

問
い
合
わ
せ

川島城ギャラリールーム夜空を彩る大輪の花火

たくさんの人でにぎわいました

空
に
乱
れ
飛
ぶ
大
迫
力
の
光
と
音

の
競
演
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

選
抜
阿
波
踊
り
大
会

阿
波
踊
り
大
会

ほがらか連

ひょこいち連

きらく連

高越連

もっこ連
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問
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問
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先

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
右
左　

目
で
見
て
耳
で
聞
き　

手
を
上
げ
よ
う

三
好　

一
也
（
森
山
小
学
校
４
年
）

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請

の
受
け
付
け

平
成
23
年
成
人
式
に
つ
い
て

緑
の
募
金
交
付
金
事
業

浄
化
槽
一
斉
検
査
の
お
知
ら
せ

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農
地
以
外

に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会

へ
転
用
の
申
請
を
す
る
前
に
、
農
用
地

区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

農
地
以
外
に
利
用
す
る
例
と
し
て
は
、

農
家
用
住
宅
、
子
ど
も
が
分
家
す
る
た

め
の
住
宅
（
宅
地
）、
資
材
置
場
、
駐

車
場
、
農
業
用
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

農
地
以
外
に
利
用
す
る
方
は
、
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。
申
請
書
は
、
農
業
振

興
課
（
市
役
所
２
階
）
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
17
日
㈮
〜
10
月
15
日

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

市
農
業
振
興
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
８

　

平
成
23
年
成
人
式
は
、
新
成
人
で
構

　

社
団
法
人
と
く

し
ま
森
と
み
ど
り

の
会
で
は
、
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
10
月
31
日

㈰
ま
で
秋
期
「
緑
の
募
金
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
「
緑
の
募
金
」
は
、
水
源
地
域
や
里

山
で
の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
森
林
整
備
、
身
の
周
り
の
緑
化
、
間

伐
材
の
利
用
促
進
、
緑
化
推
進
に
係
る

国
際
協
力
な
ど
、
幅
広
く
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
支
部
で
も
「
緑
の
募
金
」

を
地
域
の
緑
化
や
学
校
の
環
境
緑
化
な

ど
に
還
元
す
る
た
め
交
付
金
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
緑
化
事
業
お
よ

び
森
林
整
備
事
業
な
ど
を
自
主
的
に
行

う
団
体
、
ま
た
は
公
園
や
学
校
の
緑
化

を
推
進
す
る
自
治
会
や
子
ど
も
会
に
対

し
て
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

　

近
年
、
生
活
排
水
に
よ
る
環
境
汚
染

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
対

策
と
し
て
、
浄
化
槽
の
水
質
検
査
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

検
査
は
浄
化
槽
法
第
十
一
条
に
よ

り
、
徳
島
県
の
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
、

（
社
）
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
の

検
査
員
が
行
い
ま
す
。
次
の
期
間
中
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

と
き　

９
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭
ま
で

対
象
地
区　

鴨
島
町
全
域
（
下
水
道
接

続
世
帯
を
除
く
）
鴨
島
地
区
以
外
も
順

次
実
施
い
た
し
ま
す
。

検
査
費
用　

10
人
槽
ま
で
５
０
０
０
円

（
社
）
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
３
６
）
１
２
３
４

緑の募金

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

成
す
る
成
人
式
実
行
委
員
会
と
市
教
育

委
員
会
の
共
催
で
企
画
・
運
営
し
ま
す
。

　

吉
野
川
市
内
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
は
、
11
月
下
旬
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。
引
っ
越
し
・
就
学
・
就
職

な
ど
で
市
外
に
転
出
し
、
市
内
に
住
民

登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
出
席
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
住
所
・
氏
名
等
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
案
内
状
を
送
付
し
ま

す
。

と
き　

平
成
23
年
１
月
３
日
㈪

　
　
　

受
け
付
け　

午
前
９
時
〜

　
　
　

式
典
開
始　

午
前
10
時

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

す
。
交
付
金
の
交
付
を
希
望
す
る
団
体

は
、
９
月
30
日
㈭
ま
で
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

市
農
地
林
業
課
内　

社
団
法
人
と
く
し

ま
森
と
み
ど
り
の
会
吉
野
川
市
支
部

☎
㉒
２
２
２
３　

℻  
㉒
２
２
４
７

（
山
川
庁
舎　

南
側
）

該
当
者　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成

３
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

　
　
　
　
　

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
５
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・
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い
合
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ヘ
ル
メ
ッ
ト　

ぼ
く
の
あ
ん
ぜ
ん　

か
ぞ
く
の
あ
ん
し
ん

橋
本　

奏
悟
（
鴨
島
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会
員
募
集

を
し
て
い
ま
す

英
会
話
講
座
受
講
生
募
集

第
34
回
吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅

伝
出
場
チ
ー
ム
募
集

第
57
回
徳
島
駅
伝
出
場
候
補

選
手
募
集

第
６
回
吉
野
川
市
民
体
育
祭

記
念
行
事

　

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
、
会
員
制

で
育
児
に
関
す
る
相
互
援
助
活
動
を
行

う
吉
野
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
援
助
を
受
け
た
い
「
依
頼
会

員
」
と
、
援
助
を
行
い
た
い
「
提
供
会

員
」
の
登
録
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

相
互
援
助
活
動
内
容

①
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
お
よ
び
帰
宅

後
、
子
ど
も
を
預
か
る
。　

②
学
校
の
夏
休
み
等
に
子
ど
も
を
預
か

る
。

③
冠
婚
葬
祭
や
買
い
物
等
外
出
の
際
、

子
ど
も
を
預
か
る
。

④
保
護
者
等
の
病
気
や
急
用
等
の
場
合
、

子
ど
も
を
預
か
る
。
な
ど

募
集
対
象　

吉
野
川
市
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
方

対
象
児
童　

０
歳
〜
小
学
校
６
年
生

利
用
料
金　

月
〜
金
曜
日　

午
前
７
時

〜
午
後
９
時
ま
で
７
０
０
円
／
１
時
間

早
朝
・
夜
間
・
土
日
祝
日
・
年
末
年
始

と
き　

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館

受
講
料　

無
料

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
５

と
き　

12
月
５
日
㈰
午
前
８
時
〜
８
時

30
分
受
付
／
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
（
小

雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
中
止
）

集
合
場
所　

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

中
学
生
以
上
の
男
女
（
１

チ
ー
ム
６
人
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円

コ
ー
ス　

全
６
区
間
（
20
㎞
）

募
集
数　

60
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

所
定
の
参
加
申
込
書
に
て
、

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委
員
会

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
3.ocn.ne.jp/ ~yosiri

ku/吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
生
涯
学
習
課
内
）

☎
42
４
１
１
７　

℻  
42
４
４
９
９

　

徳
島
駅
伝
吉
野
川
市
選
手
団
で
は
、

平
成
23
年
１
月
３
日
〜
６
日
に
開
催
さ

れ
る
「
第
57
回
徳
島
駅
伝
」
に
吉
野
川

市
代
表
と
し
て
出
場
で
き
る
選
手
を
募

集
し
ま
す
。
対
象
選
手
は
、
中
学
生
・

高
校
生
・
一
般
選
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

週
４
回
（
月
・
火
・
木
・
金
）
実
施

し
て
い
る
夜
間
合
同
練
習
会
で
、
参
加

者
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

と
き　

10
月
11
日
㈪
体
育
の
日

①
式
典　

午
前
９
時
か
ら
（
受
付
は
午

前
８
時
30
分
か
ら
）

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

②
体
力
テ
ス
ト　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

鴨
島
体
育
館
・
鴨
島
第
一
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

体
力
テ
ス
ト
は
、
皆
さ
ん
が
健
康
で

毎
日
元
気
に
生
活
を
し
、
走
る
、
と
ぶ
、

投
げ
る
な
ど
の
体
を
力
強
く
動
か
す
能

力
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

※
当
日
参
加
申
し
込
み
可
能
で
す
。

準
備
物　

運
動
の
で
き
る
服
装

（
屋
内
は
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は

上
履
き
が
必
要
で
す
）

主
催　

吉
野
川
市
体
育
協
会

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
７

８
０
０
円
／
１
時
間

登
録
方
法　

所
定
の
入
会
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
に
必
要
な
写

真
は
無
料
撮
影
で
き
ま
す
。

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
保
育
係　
　

☎
㉕
６
６
１
４

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉕
６
６
１
６

ごみの野焼きは法律で禁止されています。絶対にしないように！

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
７



問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

142010年（平成22年）9月8日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

命
を
つ
な
ぐ　

あ
ご
の
ひ
も

佐
藤　

風
花
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
５
年
）

吉
野
川
市
・
阿
波
市
地

域
新
設
統
合
高
等
学
校

校
名
募
集

無
料
調
停
相
談
の
ご
案
内

県
内
一
斉
『
法
務
局
く

ら
し
の
相
談
所
』
の
開

設
に
つ
い
て

公
証
相
談
が
実
施
さ
れ

ま
す

　

鴨
島
商
業
高
校
と
阿
波
農
業
高

校
を
再
編
統
合
し
、
平
成
24
年
４

月
に
開
校
す
る
新
高
校
に
ふ
さ
わ

し
い
校
名
を
募
集
し
ま
す
。

新
高
校
の
概
要

①
新
高
校
に
お
い
て
は
、
鴨
島
商

業
高
等
学
校
、
阿
波
農
業
高
等
学

校
が
培
っ
て
き
た
商
業
教
育
、
農

業
教
育
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、

食
の
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
の

教
育
を
加
え
、
商
業
科
・
農
業
科

併
設
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
教

育
を
行
い
ま
す
。

②
新
高
校
は
、
現
鴨
島
商
業
高
校

の
校
地
に
設
置
し
ま
す
。

応
募
期
限　

平
成
22
年
９
月
30
日

㈭
ま
で
（
郵
便
に
つ
い
て
は
当
日

の
消
印
有
効
）

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

応
募
方
法　

校
名
、
校
名
の
ふ
り

が
な
、
校
名
の
理
由
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵

便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

審
査
・
発
表　

県
教
育
委
員
会
で

決
定
し
た
後
、
高
校
教
育
改
革
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

そ
の
他　

採
用
作
品
応
募
者
に
は

図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。
た
だ
し
、

採
用
作
品
応
募
者
が
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
で
５
人
と
し
ま
す
。      

※
詳
し
く
は
高
校
教
育
改
革
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

と
き　

９
月
28
日
㈫
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館
１
階

相
談
内
容　

民
事
問
題
（
土
地
建

物
、
交
通
事
故
、
金
銭
、
雇
用

問
題
な
ど
）・
家
事
問
題
（
離
婚
、

相
続
、
夫
婦
、
親
子
関
係
な
ど
）

相
談
担
当
者　

弁
護
士
を
含
む
調

停
委
員
６
人

※
相
談
は
、
受
付
順
に
行
い
ま
す

の
で
予
約
は
不
要
で
す
。

吉
野
川
簡
易
裁
判
所
内
吉
野
川
調

停
協
会　
　
　
　
☎
㉕
２
９
１
４

〒
７
７
０-

８
５
７
０　

徳
島
市

万
代
町
１
丁
目
１
番
地　

徳
島
県

教
育
委
員
会　

教
育
改
革
課

「
吉
野
川
市
・
阿
波
市
地
域
新
設

統
合
高
等
学
校　

校
名
」
募
集
係

☎
０
８
８
（
６
２
１
）
３
１
５
４

℻  
０
８
８
（
６
２
１
）
２
８
８
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kyouikukaikaku.

tokushim
a-ec.ed.jp/

　

徳
島
地
方
法
務
局
で
は
、
よ
り

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み

を
持
っ
て
法
務
局
を
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
無
料
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　

相
続
や
会
社
の
登
記
、
土
地
の

境
界
、
地
代
、
家
賃
、
隣
近
所
の

こ
と
や
子
ど
も
の
い
じ
め
問
題
等

で
、
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
、
ご

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
３
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

開
設
場
所　

株
式
会
社
そ
ご
う
徳

島
店　

７
階
特
設
会
場

相
談
内
容　

登
記
・
供
託
・
戸
籍
・

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
公

証
週
間
に
伴
い
、
電
話
に
よ
る
公

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

第
７
回
吉
野
川
市
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　

家
庭
内
の
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
せ
ん
か
！

と
き　

９
月
26
日
㈰
午
前
８
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト

広
場

年
間
開
催
予
定
日
（
い
ず
れ
も
日

曜
日
）
10
月
31
日
、
11
月
28
日
、

12
月
26
日

出
店
料　

無
料

※
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
衣
類
（
古
着
類
）
の
回
収
も
行

っ
て
い
ま
す
。

※
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
、
た

く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

市
環
境
企
画
課　
☎
㉒
２
２
３
０

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

証
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
遺
言
、

任
意
後
見
契
約
、
離
婚
給
付
等
契

約
な
ど
、
公
証
に
関
す
る
こ
と
を

電
話
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
２
日
㈯
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

受
付
電
話

徳
島
公
証
役
場

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
６
５
７
５

鳴
門
公
証
役
場

☎
０
８
８
（
６
８
５
）
７
９
８
２

国
籍
・
人
権
、
公
証
事
務
（
遺
言

証
書
作
成
等
）
に
関
す
る
相
談
全

般
お
よ
び
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
相
談

相
談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
公

証
人
お
よ
び
弁
護
士

徳
島
地
方
法
務
局　

総
務
課

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
４
３
１
８

問
い
合
わ
せ

薬
物
乱
用
防
止
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
国
連
支
援
募
金
へ
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
か
ら
７
月
19
日
ま
で

の
１
カ
月
間
、
吉
野
川
市
お
よ
び

阿
波
市
の
随
所
で
実
施
し
た
国
連

支
援
募
金
活
動
に
お
い
て
、
３
万

１
１
６
１
円
の
善
意
の
浄
財
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
「
６
・
２
６
・
ヤ
ン
グ
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
悪
天
候
に
よ
り

残
念
な
が
ら
中
止
に
な
り
ま
し
た

が
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
善
意
は
、
国
連
を
通

じ
て
薬
物
乱
用
防
止
活
動
や
啓
発

事
業
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

徳
島
県
薬
物
乱
用
防
止
鴨
島
地
区

協
議
会（
事
務
局
）吉
野
川
保
健
所

☎
36
９
０
１
６



問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

15 2010年（平成22年）9月8日

広報よしのがわ

飛
び
出
す
な　

自
分
の
命
は　

一
つ
だ
け

仁
木　

美
亜
子（
西
麻
植
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座

　

身
近
な
心
の
病
に
つ
い
て
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
程
／
内
容

10
月
７
日
㈭
／
講
義
「
精
神
疾
患

の
正
し
い
理
解
と
服
薬
に
つ
い
て
」

10
月
15
日
㈮
／
講
義
「
心
の
病
の

あ
る
方
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
」

10
月
22
日
㈮
／
ア
ト
リ
エ
ひ
ま
わ

り
施
設
見
学
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験10
月
29
日
㈮
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交

流
会
〜
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
し
て
〜

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
（
受
付
午
後
１
時
〜
）

と
こ
ろ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
リ
エ

ひ
ま
わ
り
（
鴨
島
町
西
麻
植
字
麻

植
市
１
１
５
番
地
５
）

対
象　

こ
こ
ろ
の
病
気
に
関
心
が

あ
り
、精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方

定
員　

10
人
程
度

参
加
費　

無
料
（
資
料
代
と
し
て

３
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
）

申
込
期
限　

10
月
１
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
リ
エ
ひ
ま
わ
り

☎
㉒
０
７
８
０

連
絡
先

第
１
２
９
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

駅
前
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聴
こ
う

第
１
部　

コ
ー
ラ
ス
／
混
声
合
唱

団
コ
ー
ル
ブ
ル
ー
メ
阿
波
＆
ワ
イ

ン
ボ
ー
イ
ズ　

第
２
部　

オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
名
曲

集
／
レ
ハ
ー
ル
作
曲
「
メ
リ
ー
ウ

イ
ド
ウ
」
よ
り
〝
と
ざ
し
た
く
ち

び
る
に
〞
ほ
か

出
演　

大
松
永
恵
（
ピ
ア
ノ
）、

川
真
田
加
穂
里
・
武
田
仁
美
（
ソ

プ
ラ
ノ
）

と
き　

９
月
26
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　
　
☎
㉔
３
７
２
５（
鎌
田
）

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

Ｑ　

覚
せ
い
剤
っ
て
何
？

Ａ　

覚
せ
い
剤
は
「
覚
せ
い
剤
取

締
法
」
に
よ
り
取
り
締
ま
り
の

対
象
と
さ
れ
て
い
る
薬
物
で
麻

黄
（
マ
オ
ウ
）
と
い
う
植
物
か
ら

抽
出
さ
れ
た
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
等
を
、

科
学
的
に
合
成
し
て
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
般
に
は
、
白
色
の
粉
末

ま
た
は
無
色
透
明
の
結
晶
で
臭
い

は
な
く
、
や
や
苦
み
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
乱
用
者
の
間
で

は「
シ
ャ
ブ
」、「
Ｓ（
エ
ス
）」、「
ス
ピ

ー
ド
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

な
ぜ
、
覚
せ
い
剤
や
麻
薬
等

を
使
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
で
す
か
？

Ａ　

覚
せ
い
剤
や
麻
薬
等
は
、
そ

れ
を
乱
用
す
る
人
間
の
精
神
や
身

体
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
、
人
間
と
し

て
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
な

く
す
る
だ
け
で
な
く
、
場
合
に
よ

っ
て
は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
薬
物
の
乱
用
に
よ
る
幻

覚
・
妄
想
が
、
殺
人
、
放
火
等
の

凶
悪
な
犯
罪
や
交
通
事
故
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
乱
用

者
本
人
の
み
な
ら
ず
、
周
囲
の
人
、

さ
ら
に
は
社
会
全
体
に
対
し
て
も

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
被
害
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
も
の
で
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
覚
せ
い
剤
、
麻

薬
等
の
使
用
、
所
持
等
は
法
律
に

よ
り
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
10
年
以
下
の
懲
役
刑
）

Ｑ　

覚
せ
い
剤
の
使
用
は
１
回
だ

け
で
も
ダ
メ
で
す
か
？

Ａ　

覚
せ
い
剤
は
１
回
の
使
用
に

よ
っ
て
も
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
、

た
と
え
１
回
だ
け
で
も
、
覚
せ
い

剤
を
使
用
す
る
こ
と
を
法
律
に
よ

っ
て
厳
し
く
禁
止
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

覚
せ
い
剤
を
乱
用
す
る
と
ど

う
な
る
の
？

Ａ　

覚
せ
い
剤
乱
用
者
は
「
覚
せ

い
剤
を
使
用
す
る
と
眠
気
、
疲
労

感
が
な
く
な
り
、
頭
が
さ
え
た
よ

う
に
な
る
」
と
効
能
が
あ
る
よ
う

に
話
し
ま
す
が
、
錯
覚
に
よ
る
も

の
で
覚
せ
い
剤
に
効
能
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

覚
せ
い
剤
は
乱
用
薬
物
の
中
で

も
特
に
中
毒
性
・
依
存
性
の
強
い

薬
物
で
、
覚
せ
い
剤
が
切
れ
る
と

激
し
い
脱
力
感
や
疲
労
感
に
襲
わ

れ
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
覚

せ
い
剤
が
欲
し
く
な
っ
て
繰
り
返

し
使
用
し
、
自
分
で
は
な
か
な
か

や
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

Ｑ　

覚
せ
い
剤
っ
て
本
当
に
怖
い

の
？

Ａ　

覚
せ
い
剤
乱
用
の
害
は
一
生

続
き
、
ひ
と
た
び
幻
覚
や
妄
想
等

の
症
状
が
生
じ
る
と
、
治
療
に
よ

っ
て
表
面
上
は
回
復
し
て
い
る
か

に
見
え
て
も
、
こ
れ
ら
の
症
状
が

再
び
起
こ
り
や
す
い
下
地
が
残
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
飲
酒

や
ス
ト
レ
ス
な
ど
ほ
ん
の
小
さ
な

き
っ
か
け
で
突
然
、
幻
覚
・
妄
想

等
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
現

象
」
と
言
い
、
覚
せ
い
剤
は
大
変

怖
い
薬
物
な
の
で
す
。

Ｑ　

誘
わ
れ
た
場
合
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
？

Ａ　

友
達
や
先
輩
か
ら
「
疲
れ
が

と
れ
て
ス
ッ
キ
リ
す
る
薬
が
あ
る

か
ら
」「
や
せ
る
の
に
い
い
薬
が

あ
る
ん
だ
け
ど
」
な
ど
と
誘
わ
れ

て
、
面
白
そ
う
だ
と
い
う
好
奇
心

や
仲
間
外
れ
に
な
り
た
く
な
い
等

の
き
っ
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

誰
で
も
周
り
か
ら
誘
わ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
必
要

な
の
は
断
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
で

す
。
覚
せ
い
剤
の
乱
用
が
も
た
ら

す
恐
ろ
し
い
結
果
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
絶
対
に
手
を
出
さ
な

い
と
い
う
自
覚
が
必
要
で
す
。

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

問
い
合
わ
せ

覚
せ
い
剤
Ｑ
＆
Ａ

麻が活てに

会

☎
㉔
３
７
２
５（
鎌
田
）

くっす覚凶起者
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
よ
ゆ
う
持
て　

心
の
あ
せ
り
が　

事
こ
の
も
と

金
泉　

ま
な
か
（
知
恵
島
小
学
校
４
年
）

と
き　

９
月
27
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

講
師　

徳
島
地
方
法
務
局　

中
西

博
子
さ
ん

と
き　

10
月
１
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

講
師　

野
村
証
券
投
資
情
報
部　

証
券
学
習
開
発
課

と
き　

10
月
４
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

講
師　

徳
島
県
防
災
セ
ン
タ
ー　

保
険
福
祉
課　

地
域
福
祉
主
任
主

事　

後
藤
田
裕
二
さ
ん

〜
和
太
鼓
の
競
演　

鴨
島
鳳
翔
太

鼓
と
鼓
童（
新
潟
・
佐
渡
）〜

と
き　

10
月
３
日
㈰　

開
場
午
後

０
時
30
分　

開
演
午
後
１
時

入
場
料　

全
席
自
由
一
般
の
み
２

０
０
０
円
（
当
日
２
５
０
０
円
）

と
こ
ろ　

３
階
大
ホ
ー
ル

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
生
涯

学
習
講
座

吉
野
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
講
座

（
相
続
の
あ
れ
こ
れ
）

や
さ
し
い
経
済
講
座
（
証
券
投

資
を
始
め
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
）

防
災
教
室
（
南
海
地
震
と
は　

災
害
時
の
要
援
護
者
対
策
）

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

入
場
券
前
売
り
所　

鴨
島
公
民
館
、

サ
ン
ク
ス
土
成
店
、宮
脇
書
店（
鴨

島
店
）、
小
山
助
学
館
（
徳
島
市
）、

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
文
化
研

修
セ
ン
タ
ー

主
催　
（
株
）
松
島
組
（
鴨
島
公

民
館　

指
定
管
理
者
）

助
成　

芸
術
文
化
振
興
基
金

〜
吉
野
川
ブ
ラ
ン
ド
物
産
展
〜

展
示
と
販
売

と
き　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

イ
ベ
ン
ト
広
場

〜
幸
国
88
祭
り
〜

と
き　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

江
川
・
鴨
島
公
園

内
容　

四
国
の
お
い
し
い
食
べ
物

店
、
四
国
各
県
か
ら
踊
り
が
や
っ

て
き
ま
す
。

主
催　

四
国
・
徳
島
88
祭
り
実
行

委
員
会

川
島
薬
草
園

〈表紙写真〉

ト
ウ
キ　
　
　
　
　

セ
リ
科

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
ト
ウ
キ

は
、
本
州
中
部
以
北
の
山
地
の

岩
場
や
が
け
に
自
生
し
、
薬
用

植
物
と
し
て
も
各
地
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
、
大
型
の
多
年
草
草

本
で
す
。

　

花
は
、
夏
か
ら
秋
に
白
い
小

花
を
散
形
に
つ
け
、
全
草
に
強

い
セ
ロ
リ
に
似
た
芳
香
が
あ
り

ま
す
。

　

根
は
血
液
循
環
を
高
め
る
作

用
が
あ
り
、
充
血
に
よ
っ
て
生

じ
る
痛
み
の
緩
和
に
有
効
で
す
。

　

漢
方
で
は
婦
人
病
の
主
薬
で

あ
り
、
鎮
静
、
鎮
痛
、
強
壮
薬

と
し
て
妊
婦
の
む
く
み
、
腹
痛
、

月
経
痛
な
ど
に
効
き
目
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
手
・
足
を
暖
め
る
作

用
が
強
い
の
で
、
冷
え
性
、
血

色
の
悪
い
も
の
、
血
行
障
害
、

頭
痛
、
貧
血
な
ど
に
広
く
応
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

ソ
ー
プ
・
カ
ー
ビ
ン
グ

一
日
体
験
講
座

　

せ
っ
け
ん
に
専
用
ナ
イ
フ
一
本

で
、
美
し
く
繊
細
な
彫
刻
を
施
し

ま
す
。

と
き　

９
月
25
日
㈯
・
28
日
㈫
午

後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

研
修
室
３

講
師　

柳
坂　

由
美
先
生

定
員　

両
日
各
10
人

内
容　

い
ち
ご
の
プ
チ
ケ
ー
キ

参
加
費　

無
料

※
用
具
は
無
料
に
て
貸
し
出
し
い

た
し
ま
す
。

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー☎

㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

巡
回
職
業
相
談

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

９
月
13
日
㈪
、
10
月
４
日

㈪
・
18
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時
30

分と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

10
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

問
い
合
わ
せ

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
日
時　

10
月
１
日
㈮
午
前
６

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
、
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
30
分
〜
７
時
30
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

10
月
１
日
㈮
午
前
７

時
〜
８
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　
　
　
　
　
　
☎
㉔
８
６
６
０

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9：00～16：00（土・日・祝日・年末年始除く）
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黄
色
で
も　

止
ま
る
心
が　

大
切
さ

内
田　

琴
子
（
川
島
小
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

国
民
年
金
だ
よ
り

方
か
ら
、
民
間
事
業
者
の
納
付
奨

励
員
が
現
金
を
お
預
か
り
し
て
、

領
収
書
の
発
行
を
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個
人

情
報
は
、
納
付
督
励
を
行
う
う
え

で
必
要
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料

の
未
納
者
情
報
に
限
定
し
て
い
ま

す
。

　

口
座
振
替
に
は
毎
月
の
保
険
料

が
翌
月
末
に
引
き
落
と
し
さ
れ
る

翌
月
末
振
替
と
、
そ
の
月
の
月
末

に
引
き
落
と
し
さ
れ
る
当
月
末
振

替
（
早
割
）
が
あ
り
ま
す
。

　

早
割
は
月
額
50
円
（
平
成
22
年

度
）
が
割
り
引
き
さ
れ
、
口
座
振

替
で
前
納
さ
れ
る
と
、
さ
ら
に
割

引
額
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
、
ま

た
は
徳
島
北
年
金
事
務
所
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

１
年
度
分
お
よ
び
上
期
６
カ
月

分
（
４
月
分
〜
９
月
分
）
の
締
め

切
り
は
２
月
末
、
下
期
６
カ
月

（
10
月
分
〜
翌
年
３
月
分
）
の
締

め
切
り
は
８
月
末
で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
３

１
２
カ
所
の
年
金
事
務
所
の
管
内

で
、
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
電
話
や

文
書
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督

励
お
よ
び
保
険
料
の
収
納
業
務
に

つ
い
て
、
民
間
委
託
（
市
場
化
テ

ス
ト
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
競
争
の
導
入
に
よ

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
民
間
事
業

者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
め
ざ
す

「
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
」
と
し
て

平
成
19
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
た

も
の
で
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
委

託
を
受
け
た
民
間
事
業
者
が
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
等
の
ご
案
内

を
行
い
ま
す
。

受
託
民
間
事
業
者
名　

エ
ー
・
シ

ー
エ
ス
債
権
者
管
理
回
収
㈱

注
意
事
項　

民
間
事
業
者
の
担
当

者
が
保
険
料
を
収
納
す
る
場
合
に

は
、
必
ず
お
客
様
が
保
険
料
の
納

付
書
を
お
持
ち
の
場
合
に
限
り
ま

す
。
厚
生
労
働
省
が
発
行
し
た
保

険
料
の
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　
☎
㉒
２
２
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
を
、

民
間
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す

国
民
年
金
の
納
付
は
口
座
振

替
が
便
利
で
お
得
で
す

吉野川市国民健康保険加入者のみなさんへ

特定健康診査実施期間は11月30日までです。
★「特定健康診査」とは、自覚症状のないままに動脈硬化等をすすめる「高血圧」「高血糖」
「脂質異常」などの危険因子を把握し、未然に生活習慣病を予防する目的で行っています。

ぜひ受けてください!!

★対象者の方には、７月上旬に特定健康診査受診券（うぐいす色）をお送りしています。

◆ 果物も大好きで、家に作っている果物は腐るともっ
たいないのでおなかいっぱい食べていました。
◆ 夜勤のある仕事をしていたときは、職場からの帰り
（明け方）に牛丼屋に通うのが日課でした。
　不規則な生活でした。

◆生活習慣もすごく変わりました。
　 不規則な生活をやめ、運動を取り入れるようにな
りました。徐々に増やしたんですが、今では向
麻山を５往復しています。皆勤賞なんですよ。
◆ 食べる量も考えて食べるようになりましたし、内
容も野菜中心になりました。

「病院で定期的に検査しているからもういい」という方も

「病院に行っているから関係ない」と思っている方も

「病気しないから病院へ行ったことがない」という方も

みなさん
特定健診の
対象者です。

●問い合わせ先　市国保年金課（市役所１階）　☎㉒2213

平成21年度特定健診・特定保健指導をお受けいただいた方【鴨島町在住O氏♂（63歳）】
にお聞きしました…。

★特定保健指導を受ける前 ★特定保健指導を受けた後

「まず健診を受けて、検査結果から血管の
状態を教えてもらわないと!!」
と言って、友人に健診を勧めているんです。

貴重なご意見
ありがとうござ
いました。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
飛
び
出
さ
な
い　

左
右
前
後　

さ
い
か
く
に
ん

木
野　
　

淳
（
学
島
小
学
校
３
年
）

平成22年度
下半期

４カ月児健康診査
日　程 対象児

平成22年 10月６日㈬ 平成22年 ６月生まれ
　11月17日㈬ ７月生まれ
　12月１日㈬ ８月生まれ

平成23年 １月19日㈬ ９月生まれ
　２月２日㈬ 10月生まれ
　３月２日㈬ 11月生まれ

受付時間：午後１時30分～１時50分

１歳６カ月児健康診査
日　程 対象児

平成22年 10月14日㈭ 平成21年３月生まれ
　11月11日㈭ ４月生まれ
　12月９日㈭ ５月生まれ

平成23年１月13日㈭ ６月生まれ
　２月10日㈭ ７月生まれ
　３月10日㈭ ８月生まれ
受付時間：午後１時～１時30分

３歳６カ月児健康診査
日　程 対象児

平成22年 10月７日㈭ 平成19年４月生まれ
　11月18日㈭ ５月生まれ
　12月２日㈭ ６月生まれ

平成23年１月６日㈭ ７月生まれ
　２月３日㈭ ８月生まれ
　３月３日㈭ ９月生まれ
受付時間：午後０時40分～１時

９カ月児健康診査
日　程 対象児

平成22年 10月27日㈬ 12月生・H22年１月生
　12月８日㈬ 平成22年 ２月生まれ

平成23年１月12日㈬ ３月生まれ
　２月９日㈬ ４月生まれ
　３月９日㈬ ５月生まれ

受付時間：午後１時30分～１時50分

股関節脱臼検診
日　程 対象児

平成
22年 11月25日㈭ 平成

22年７月17日～９月25日生まれ
平成
23年 １月27日㈭ ９月26日～ 11月20日生まれ
　３月24日㈭ 11月21日～平成

23年１月24日生まれ
受付時間：午後１時50分～２時

赤ちゃんが生まれたら保健師
がお宅にお伺いして、育児・
授乳のこと、産後の身体に関
する相談・援助を実施します。
ご希望の方はお気軽にご連絡
ください。

（市内歯科医療機関委託）
１歳６カ月児健診対象のお子
さまに歯の健康を守るため実
施しています。

妊娠届をもとに個人通知しています。年3
回実施（日程等はお問い合わせください）

里帰り出産などの理由により、県内の委託
医療機関以外で受診した場合、吉野川市が
負担する額を上限として健診費用を助成し
ます。詳細はお問い合わせください。

○ 平成22年10月から平
成23年3月までの母子
保健事業の予定です。
○ 各健診の実施場所は、吉野川市
川島庁舎です。
○ 都合により日程等が変更になる
ことがあります。
○ 健診・予防接種の対象のお子さ
まには個人通知します。
　 なお、対象時期が近づいても通
知が届かない場合はお問い合わ
せください。

お子さまのことばや行動など
について気になることがあれ
ば個別相談を実施しています
ので、お気軽にご連絡くださ
い。

保健師や管理栄養士が各種相談を
お受けします。お気軽にご相談く
ださい。
　●育児に関すること
　●離乳食や栄養に関すること
　●子どもの発育発達について
　●予防接種について　など

股関節脱臼検診日にあわせて
実施します。（保護者のみ試
食あり）
講習時間：午後1時～1時45分

新生児・乳児訪問

フッ素塗布事業

マタニティ教室

妊婦および乳児一般健康診査費の助成

のびのび相談（予約制）

電話相談・乳幼児相談

離乳食講習

予　防　接　種
接種方法 定期予防接種 回数 対象年齢

集団接種
（市役所等）

ポリオ
（小児マヒ）

《実施予定時期》
・10月上旬
　（4日間）
・1月下旬
　 （4日間）

２回 生後３カ月以上７歳６カ月未満

個別接種
（医療機関）

BCG（結核） １回 生後３カ月以上６カ月未満
三種混合（百日
ぜき・ジフテリア・
破傷風）

第Ⅰ期初回 ３回
生後３カ月以上７歳６カ月未満

第Ⅰ期追加 １回
二種混合（ジフ
テリア・破傷風） 第Ⅱ期 １回 小学校６年生相当

ＭＲ（麻
ま

疹
しん

・風疹）

第Ⅰ期 １回 １歳以上２歳未満
第Ⅱ期 １回 小学校就学前の１年間
第Ⅲ期 １回 中学１年生相当
第Ⅳ期 １回 高校３年生相当

日本脳炎

第１期初回 ２回 標準年齢：３歳から４歳
H22年4月1日から定期予防接種での積極的接種勧奨が
再開されました。対象のお子さま（３～４歳）には個人
通知でお知らせします。４歳以上７歳６カ月未満のお子
様については、お問い合わせください。

●問い合わせ　市健康推進課　☎㉕6615

県外での出産を予定されている方へ
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自
分
の
命　

自
分
で
守
ろ
う　

交
通
安
全

岩
本　
　

涼
（
山
瀬
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

cocoon（コクーン）
   母が伝える「いのちの歌」
小学校のPTAで知り合った水月悠里加
と本田裕子が子育てや家族との絆

きずな

を通
して作った歌。幼い息子の死やいじめ
など曲のエピソードとともにつづる感
動のコンサートです。

大人－前売り1200円（当日1500円）学生－前売り1000円（当日1200円）小中学生－無料
チケット取扱店　平惣　小山助学館　さくら書房　ダイキまなべ店

（収益金はいのちの電話の運営資金として使われます）

あなたの心とからだは、お元気ですか？　あなたの大切な人は笑顔ですか？
心配なこと、不安なことを誰かに相談してみませんか？
身近なところで相談を受けることができます。まずは電話をかけてみてください。

疲れているのに眠れない日が2週間以上続く
　こんなことはありませんか？　不眠は心の不調のサインです。このほかにも「全身がだるい」「食
欲がない」など何か問題を感じたら、医療機関や精神保健福祉センター、または保健所などに相談
してください。 

夜間無料電話法律相談
　徳島弁護士会では、自殺予防の一環として、夜間無料法律相談を実施しています。
　相談料は無料です。匿名相談も可能です。お気軽にご相談ください。

とくしま自殺予防センター 徳島いのちの電話

電　話

　088-602-8911
　（ホームページアドレス）
　http://www.pref.tokushima.jp/　
　jisatsuyobou/

088-623-0444　（9：30～24：00）
0883-52-4440　（9：00～17：00／月～金）
0884-23-4440　（18：00～21：00）
0883-76-0444　（18：00～21：00/月～金）

夜間無料法律相談（徳島弁護士会）

電　話
　088-652-5908

　088-652-3017

時　間 　毎週水曜日　19：00～20：30

ひとりで悩まずに相談してください。

精神保健福祉センター 吉野川保健所
電　話 　088-602-8911 　0883-24-1114

時　間 　9：00～16：00（土・日・祝日・年末年始を除く） 　8：30～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

☆羽ノ浦情報文化センター
　　　　10月1日（金）午後7時開演
☆あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）
　　　　10月2日（土）午後2時開演
☆三好市保健センター
　　　　10月3日（日）午後2時開演

●問い合わせ　市健康推進課　☎㉕6615

“ 徳島いのちの電話チャリティコンサート2010” のお知らせ

場所
＆
時間



202010年（平成22年）9月8日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
大
丈
夫
？　

飲
酒
運
転　

事
故
の
も
と

津
村　

香
菜
（
川
田
小
学
校
６
年
）

9　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
8 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

楽 し い 脳 体 操
9 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 口腔（こうくう）ケア
10 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操
13 月 13：30～14：30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨　島 介 護 予 防 体 操
14 火 9：30～10：30 川島老人福祉センター 川　島 楽 し い 脳 体 操
15 水 9：30～10：30 中古井広域集落センター 美　郷 楽 し い 脳 体 操

9：30～10：30 川島公民館上桜分館 川　島 介 護 予 防 体 操
16 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
17 金 9：30～10：30 東部集落センター 美　郷 栄養のお話（食物せんい）
21 火 9：30～10：30 宮前公民館 鴨　島 栄養のお話（食物せんい）
22 水 9：30～10：30 川島公民館敷地分館 川　島 栄養のお話（食物せんい）
24 金 9：30～10：30 森山地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

13：30～14：30 東山老人憩の家 美　郷 楽 し い 脳 体 操
27 月 13：30～14：30 知恵島老人憩の家 鴨　島 栄養のお話（食物せんい）
28 火 9：30～10：30 川島公民館山田分館 川　島 楽 し い 脳 体 操
30 木 9：30～10：30 牛島地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

13：30～14：30 山路東原集会所 鴨　島 口 腔 ケ ア

10　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
4 月 9：30～10：30 森藤集会所 鴨　島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 山川公民館 山　川 栄養のお話（食物せんい）

5 火 9：30～10：30 川島公民館神後分館 川　島 栄養のお話（食物せんい）
13：30～14：30 瀬詰老人会館 山　川 介 護 予 防 体 操

6 水 9：30～10：30 中部農業構造改善センター 山　川 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 上浦地区公民館 鴨　島 栄養のお話（食物せんい）

12 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島 栄養のお話（食物せんい）
13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島 口 腔 ケ ア

13 水 9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島 栄養のお話（食物せんい）
13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 楽 し い 脳 体 操

14 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
15 金 13：30～14：30 飯尾会館 鴨　島 口 腔 ケ ア

9月・10月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎㉕6627

消
化
管
内
視
鏡
検
査
（
胃
カ
メ

ラ
）
を
行
い
ま
す
が
、
下
血
で
も

タ
ー
ル
便
で
あ
れ
ば
上
部
消
化
管

内
視
鏡
検
査
を
大
腸
内
視
鏡
検
査

よ
り
先
に
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
手
順
で
診
療
・
検
査
を
行
え
ば

ほ
と
ん
ど
の
消
化
管
出
血
を
来
し

た
部
位
は
同
定
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
出
血
源
が
不
明
の
場
合
は
小

腸
か
ら
の
出
血
の
可
能
性
も
考
え
、

腹
部
造
影
Ｃ
Ｔ
や
小
腸
造
影
検
査
、

カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
、
小
腸
内
視
鏡

検
査
を
考
慮
し
ま
す
。

　

吐
血
や
下
血
を
し
た
場
合
、
ほ

と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
が
驚
い
て
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
す
。
し
か
し
、

黒
色
便
の
場
合
に
は
、
貧
血
が
か

な
り
進
行
し
て
か
ら
受
診
す
る
患

者
さ
ん
が
多
い
よ
う
で
す
。
排
便

時
に
は
必
ず
便
の
色
調
も
観
察
す

る
よ
う
に
心
が
け
れ
ば
、
重
篤
な

状
態
と
な
る
前
に
治
療
が
行
え
る

可
能
性
が
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
当
科
で
は

カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
を
購
入
し
、
原

因
不
明
の
消
化
管
出
血
に
対
し
て

積
極
的
に
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

吐
血
・
下
血
、
原
因
不
明
の
貧
血

の
方
に
と
っ
て
十
分
な
検
査
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
が
吐
血
や
下
血
を
来

し
た
ら
、
全
身
状
態
を
把
握
し
、

血
液
検
査
や
必
要
に
応
じ
て
点
滴

を
施
行
し
、
同
時
に
十
分
に
問
診

を
行
い
ま
す
。
問
診
は
非
常
に
重

要
で
あ
り
、
出
血
の
量
・
色
調
に

よ
り
、
出
血
部
位
を
推
定
し
ま
す
。

　

吐
血
の
場
合
は
食
道
・
胃
・

十
二
指
腸
か
ら
の
出
血
を
考
え
ま

す
。
下
血
な
ら
黒
色
便
（
コ
ー
ル

タ
ー
ル
の
よ
う
な
便
で
タ
ー
ル
便

と
も
言
い
ま
す
）
は
食
道
・
胃
・

十
二
指
腸
か
ら
の
出
血
、
鮮
紅
色

や
新
鮮
血
は
大
腸
や
肛
門
か
ら
の

出
血
を
疑
い
ま
す
。

　

随
伴
症
状
（
腹
痛
、
下
痢
、
悪

心
・
嘔お
う

吐と

、発
熱
）
や
既
往
歴
（
胃
・

十
二
指
腸
潰か
い

瘍よ
う

の
既
往
、
肝
硬
変

な
ど
の
肝
疾
患
の
有
無
）、
服
薬

内
容
（
抗
血
小
板
薬
、
ワ
ー
フ
ァ

リ
ン
、
抗
生
剤
、
ス
テ
ロ
イ
ド
な

ど
の
服
用
の
確
認
）、
生
活
習
慣

（
特
に
飲
酒
）
な
ど
も
原
因
疾
患

を
推
定
す
る
の
に
重
要
で
す
。
ま

た
、
下
血
の
場
合
は
直
腸
診
も
行

い
、
鮮
血
か
タ
ー
ル
便
か
を
確
認

し
ま
す
。

　

次
に
、
出
血
源
を
特
定
す
る
た

め
に
積
極
的
に
内
視
鏡
検
査
を
施

行
し
ま
す
。
吐
血
で
あ
れ
ば
上
部

『
ま
ち
の
ド
ク
タ
ー
⑫
』

『
吐
血
・
下
血
を
認
め
た
ら
』

麻
植
協
同
病
院

消
化
器
科　

医
長　

井
本
佳
孝
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
信
号
が　

青
で
も
き
ち
っ
と　

確
認
を

藤
田　

真
夢
（
川
田
中
小
学
校
５
年
）

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
図
書
シ
リ
ー
ズ
☆

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
９
月
、
10
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
９
月
30
日
㈭
、10
月
29
日
㈮
、）

◆
学
読
書
会

と
き　

９
月
11
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
西
山
欣
子
先
生
に
よ
る
大
人
と

子
ど
も
の
色
鉛
筆
画
教
室

と
き　

10
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

２
階

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
９
月
、
10
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
９
月
30
日
㈭
、10
月
29
日
㈮
）、

振
替
休
日
（
９
月
21
日
㈫
、
10
月

12
日
㈫
）

◆
お
は
な
し
会

９
月
11
日
㈯
、
10
月
９
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）
／

毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

９
月
18
日
㈯
（
に
じ
に
な
っ
た
さ

か
な
、
ほ
か
）
10
月
２
日
㈯
（
天

狗
の
か
く
れ
里
）10
月
16
日
㈯（
山

古
志
村
の
マ
リ
と
三
匹
の
子
犬
）

10
月
30
日
㈯
（
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー

（
ワ
イ
ル
ド
ス
ピ
ー
ド
））
午
後
２

時
か
ら
（
約
１
時
間
）

『
バ
イ
バ
イ
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ド
』

　
　
　
　
　
　

伊
坂
幸
太
郎　

著

『
小
さ
い
お
う
ち
』

　
　
　
　
　
　
　

中
島
京
子　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
９
月
、
10
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
・
和
室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大

型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
依
頼
人
』　　
　

結
城
五
郎　

著

『
鈴
蘭
』　　
　
　

東　

直
己　

著

『
神
の
手
上
・
下
』

　
　
　
　
　
　
　

久
坂
部
羊　

著

『
メ
モ
リ
ー
を
消
す
ま
で
上
・
下
』

　
　
　
　
　
　
　

山
田
悠
介　

著

『
月
の
恋
人
』　　

道
尾
秀
介　

著

『
王
国
そ
の
４
』

　
　
　
　
　
　

吉
本
ば
な
な　

著

『
２
０
１
４
年
日
本
国
破
産
対
策

編
２
』　　
　
　

  

浅
井　

隆　

著

『
善
徳
女
王
１
・
２
巻
』

　
　
　
　
　
　
　

柳　

銀
京　

著

『
キ
ン
グ
＆
ク
イ
ー
ン
』

　
　
　
　
　
　
　

柳　

広
司　

著

『
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
』

　
　
　
　
　
　
　

道
尾
秀
介　

著

『
心
霊
探
偵
八
雲
赤
い
事
件
フ
ァ

イ
ル
』　　
　
　

  

神
永　

学　

著

『
あ
な
た
を
変
え
る
家
事
塾
３
０

０
の
メ
ソ
ッ
ド
』
辰
巳　

渚　

著

『
狙
撃
』　　
　
　

永
瀬
隼
介　

著

『
民
王
』　　
　
　

池
井
戸
潤　

著

絵
本
・
児
童
書

『
ブ
ル
オ
は
い
ぬ
ご
や
の
し
た
』

　
　
　
　
　

山
西
ゲ
ン
イ
チ　

著

『
魔
法
の
国
の
小
さ
な
バ
レ
リ
ー

ナ
５
』

エ
メ
ラ
ル
ド・エ
バ
ー
ハ
ー
ト　

著

『
か
ち
か
ち
や
ま
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

『
と
り
に
な
っ
た
き
ょ
う
り
ゅ
う

の
は
な
し
』　　
大
島
英
太
郎　

著

『
く
ら
し
の
ふ
し
ぎ
』

　
　
　
　
　
　
　

古
田　

豊　

著

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
９
月
、10
月
の
休
室
日　

木
曜
日

●
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス

ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogawa.
lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

※
累
計
は
平
成
22
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
6
月 3件

累
計 12件

救急出動
6
月135件

累
計838件

今
月
の
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税　

第
３
期

市
・
県
民
税　
　
　

第
２
期

介
護
保
険
料　
　
　

第
２
期

納
期
限 　
　

    

９
月
30
日
㈭平成22年８月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,098人　 （－ 17）
　男　　21,333人　 （－   7）
　女　　23,765人　 （－ 10）
世帯数　17,464世帯 （－   6）
※ 65歳以上人口
　　　計 13,018人　男 5,307人　女 7,711人

376人 （＋7）
48人 （　0）
328人 （＋7）
354世帯 （＋6）

〈人  権  相  談〉
９月９日㈭ 13：30~16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
９月21日㈫ 13：30~16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
９月21日㈫ 13：30~16：00 美郷庁舎２階会議室
９月28日㈫ 13：30~16：00 山川庁舎講堂
10月14日㈭ 13：30~16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
10月19日㈫ 13：30~16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室

〈行  政  相  談〉
９月９日㈭  9：00~12:00 市役所１階相談室
10月４日㈪ 10：00~12：00 山川庁舎101会議室
10月５日㈫ 13：00~16：00 川島公民館会議室
10月14日㈭  9：00~12:00 市役所１階相談室
10月21日㈭ 13：00~16：00 美郷庁舎２階会議室
〈司法書士会による無料法律相談〉

９月17日㈮ 10：00~12：00 市役所１階相談室
10月15日㈮ 10：00~12：00 市役所１階相談室
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飛
び
出
し
は　

あ
な
た
の
命
を　

奪
う
も
の

近
藤　

歩
実
（
種
野
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

あ
り
が
と
う

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

　

長
い
夏
休
み
も
終
わ
り
、
い
よ

い
よ
二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
二
学
期
は
、
学
力
や
体
力
を

伸
ば
せ
る
大
切
な
学
期
で
す
。
楽

し
い
行
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
「
安
全
で
有
意

義
」
に
過
ご
し
、
充
実
し
た
二
学

期
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

昔
か
ら
「
子
は
親
を
映
す
鏡
」

「
親
の
背
を
見
て
、
子
は
育
つ
」

と
言
わ
れ
ま
す
。「
子
ど
も
は
社

会
を
映
す
鏡
」。

　

子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り

支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も

た
ち
に
温
か
い
一
声
を
。

○
あ
り
が
と
う
！

鴨
島
東
中
学
校　

住
友　

由
香

心
が
温
ま
る
魔
法
の
言
葉

あ
り
が
と
う

私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
あ
り
が
と
う
に
包
ま
れ
て

生
き
て
い
る

産
ん
で
く
れ
て　

あ
り
が
と
う

育
て
て
く
れ
て　

あ
り
が
と
う

助
け
て
く
れ
て　

あ
り
が
と
う

み
ん
な
み
ん
な
に　

あ
り
が
と
う

言
っ
た
人
も　

気
持
ち
い
い
し

言
わ
れ
た
人
も　

う
れ
し
い
よ

あ
り
が
と
う　

そ
の
一
言
で

周
り
の
人
が

幸
せ
に
な
れ
る
ん
だ
！

二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
！

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
５
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

9・10月
●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 ９月 10月
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 8 ⑪
三木リハビリテーション病院 42－6616 9 16
あ お ぞ ら 内 科 22－1131 10 18
糸田川クリニック 24－7555 11 19
島 野 外 科 内 科 25－3060 ⑫ 13
梶本胃腸科内科 24－2413 13 21
和田耳鼻咽喉科 24－2566 14 20
石 原 小 児 科 24－2388 15 22
糸 田 川 眼 科 24－2531 16 23
古本内科クリニック 24－7377 17 25
後 藤 田 外 科 24－2720 18 26
杏 和 医 院 22－0333 ⑲ 14
中西内科クリニック 42－6755 ⑳ 15
美 摩 病 院 24－2957 21 28
渡 辺 医 院 24－7177 22 27

医　院　名 電話番号 ９月 10月
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 ㉓
四 宮 医 院 25－2016 24 29
木村内科胃腸科 24－6413 25
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 ㉖
杉 山 医 院 25－2802 27
矢 田 医 院 25－2006 28
松 永 医 院 42－2110 29 30
谷 医 院 42－2353 30
鈴木内科（敷地）24－5880 1
阿 部 整 形 外 科 24－4880 2
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 ③
鈴木内科（喜来）24－3413 4
岸 整 形 外 科 25－3133 5
鴨 島 病 院 24－6565 6
富 本 医 院 42－3123 7

医　院　名 電話番号 ９月 10月
工 藤 内 科 医 院 42－3113 8
井 内 内 科 24－3070 9
石原内科循環器科 24－2536 ⑩
高橋皮膚科クリニック 24－5122 12
森 住 内 科 医 院 22－3010 ⑰
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 ㉔
麻名内科外科クリニック 26－0020 ㉛

休日･夜間在宅当番医表

小児救急医療体制 

日曜日の9時～17時、
小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院（第2・4週）　☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週） 　　☎365151

○
元
気
か
い
！

○
お
は
よ
う
！

○
こ
ん
に
ち
は
！

○
が
ん
ば
っ
て
る
ね
！

■
今
、
子
ど
も
に
携
帯
電
話
は
本

当
に
必
要
で
す
か
？

　

持
た
せ
る
前
に
、
本
当
に
必
要

か
を
子
ど
も
と
よ
く
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

■
持
た
せ
る
前
に
ま
ず
ル
ー
ル
！

　

携
帯
電
話
を
使
う
に
は
、
公
共

の
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
が
必

要
で
す
。
子
ど
も
と
よ
く
話
し
合

っ
て
「
家
庭
で
の
ル
ー
ル
」
を
決

め
ま
し
ょ
う
。

　

携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
便
利
な
反
面
、
犯
罪
被
害
に
あ

う
危
険
性
と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
、
危
険
性
を
十
分
理
解
し
、

こ
れ
ら
を
正
し
く
利
用
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

携
帯
電
話
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

あ
　り　が　と

　う
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●出前
広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
9

2010年（
平
成
22年

）9月
号

通
巻
72号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611  徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
吉
野
川
市
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/index.asp　

問
い
合
わ
せ　

市
秘
書
企
画
課
☎
㉒
２
２
２
１

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

●
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中・自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

９
月
21
日
㈫
か
ら

９
月
30
日
㈭
ま
で

広報誌に広告を掲載しませんか？
「広報よしのがわ」は市内の全世帯に約18,000
部配布されており、大きな宣伝効果が期待され
ます。企業や商品の宣伝に、ぜひご活用ください。
詳しくは、企画財政課（市役所３階）までお問
い合わせになるか、市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　☎㉒２２２１　℻  ㉒２２４４
ホームページアドレス
http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp

第13回徳島県民文化祭「もっとみんなで参加事業」

吉野川市　伝統芸能の祭典

問い合わせ

と　き 10月9日（土）
開場／午後0時30分　開演／午後1時～3時

ところ 鴨島公民館3Fホール

入場料 無料

出　演 森藤獅子舞、美郷・平八幡神社奉納獅子舞、
鳳翔童太鼓「かわせみ」、山川町神代御宝踊、
川田八幡神社奉納浦安の舞、鴨島公民館三
味線教室

ホームページアドレス
　http://www.smiletrust.com/community/

鴨島公民館　☎㉔5111




